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序 文

長岡京市は、 古くは6世紀の前半に「弟国宮」が、 8憔紀後半には「長岡京」が当時

の日本の都として置かれたところです。 市域には恵解山古墳をはじめ多くの古墳群、 乙

訓寺や長岡天満宮等の神社仏閣が点在し、 古い歴史と文化を感じさせるまちです。

近年、 文化財をめぐる国の法律の施行や改正があいついでおり、 長岡京市でも本年度

「景観条例」を施行しました。 まちづくりのなかで、 地域の人々の心の拠り所となる文

化財の存在は、 欠かせないものとなりつつあります。 今後、 文化財を個々に守るだけで

なく、 文化財を含めたその地域全体の風土を守り育てることが、 長岡京市独自のまちづ

くりを行っていくうえで重要であると考えています。

さて、 長岡京市教育委員会では、 下海印寺下内田、 調子一丁目、 奥海印寺西代の各地

区において、 平成21年度の国庫補助事業として発掘調査を実施しました。 本書は、 これ

ら3つの地区において実施した発掘調査の成果をまとめたものです。 長岡京市域の南酉

部にあたる下海印寺下内田地区では、 碧玉製の玉の未製品などが出士し、 この地が縄文

時代後期の至つくり場であった可能性を示唆する貴重な資料を得ることができました。

また、 奥海印寺酉代地区では、 今回の調査によって、 この地区に遺跡が存在することが

初めて確認され、 西代遣跡と名付けられることになりました。

以上のような多大な成果をあげることができましたのも、 ひとえに関係者各位、 市民

の皆様のご支援の賜物です。 発掘調査にあたり数々のご協力をいただきました士地所有

者の方や近隣の皆様方、 ご指導をいただいた諸先生方、 調査を担当していただいた財団

法人長岡京市埋蔵文化財センタ ーなどの関係機関に深く感謝いたします。

平成 2 2年3月

長岡京市教育委員会

教育長 芦 田 富 男
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凡 例

1 .  本書は、 長岡京市教育委員会が平成21年度に国庫補助事業として（財） 長岡京市埋蔵文化財セ

ンタ ー に事業を委託して実施した発掘調査の概要報告である。 調在対象地は第1図、 付表1に

示した。

2. 長岡京跡の調査次数は、 行政区分を越えて 長岡京跡右京、 長岡京跡左京ごとに通算したもの

である。 調査地区名は、 京都府教育委員会『埋蔵文化財発掘調査概報』 (1977年） による旧大

字小字名をもとにした地区割りに従った。

3. 長岡京跡の条坊名称は山中章「古代条坊制論」『考古学研究』 第38巻第4号 (1992年） の復

原に従った。 なお、 従来の復原は必要に応じて （ ） を付けて示した。

4. 本書に使用する地形区分は、 とくに断らない限り「長岡京市 域地形分類図」「長岡京市 史」

資料編 一 (1991年） に従った。

5 . 本文の（ 注） に示した 長岡京に関する報告書のうち、 使用頻度の高いものについては『長岡京

市埋蔵文化財調査報告書」第2集 (1985年） に従って略記した。

6 .  長岡京跡に関する調査の場合、 正式な遺構番号は調査次数＋番号であるが、 本書では煩雑を

避けるため調査次数を省略している。

7 .  本書挿図の土層の色名は、 基本的に『新版標準土色帳』 (1997年版） を参考にした。

8 .  本書で使用した方位と国士座標値は、 旧座標の第VI系にもとづいたものである。

9 .  本書は、 各調査報告の執筆者は各章のはじめに記し、 編 集は（財） 長岡京市埋蔵文化財センタ
ー の小田桐淳が行った。

付表 ー 1 本書報告調査地一覧表

調査次数 地区名 所 在 地 現地調査期間 調査面積 備 考

長岡京跡右京 長岡京市下海印寺下内田 2009年6月10日
7ANOOD-8 I 160面 伊賀寺遺跡第975次 5-1、6-1 2009年8月18日

長岡京跡右京 2009年7月13日
第978次 7ANROW-4 長岡京市調子一丁目13 I 30rri 友岡遺跡

2009年7月21日

西代遺跡 2009年5月188
第1次 4LNPNI-1 長岡京市奥海印寺西代10 I 105rrl 

2009年6月3日
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第 1図 長岡京と調査地の位置(1/40000)
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第 1 章 長岡京跡右京第975次 (7ANODD-8 地区）調査概要

― 長岡京跡右京八条三坊、 伊賀寺遺跡 ―

l はじめに

1 本報告は、 2009年 6月10日 から8月18日まで、 長岡京市下海印寺下内田 5-1、 6-1におい

て実施した 長岡京跡右京第975次調査の現地調査に関するものである。

2 本調査は、 長岡京跡右京八条三坊（八条条間小路、 西三坊坊間酉小路） および伊賀寺遺跡に

関する考古学的な資料を得るために実施したもので、 調査トレンチは2カ所に設定し、 調査面

積は合せて160出であった。

3 発掘調査は、 平成21年度国庫補助事業として 長岡京市教育委員会 から委託を受けた（財） 長

岡京市埋蔵文化財センタ ー が実施したもので、 現地での調査は同センタ ー 事務局 長の小田桐淳

が担当した。

4 発掘調査にあたっては土地所有者をはじめ、 周辺の方々に様々のご理解とご協力を賜った。

また発掘現場への出入りに際しては、 京都府士木事務所 から便宜を賜った。

5 調査では縄文時代の遺物 が大鼠に出土したため、 遺物 の詳細については整理作業の終了を待

って後日改めて報告する。

6 本文の執筆、 編 集は小田桐が行った。

第2図 発掘調査地位置図(1/5000)



2 調査経過

2 調査経過

調企地周辺では、 京都第二外環状道路建設事業および府道大山崎大枝線道路の改良事業に伴う

埋蔵文化財発掘調査が（財） 京都府埋蔵文化財調査研究センタ ー によって進められている。

これらの調査によって 長岡京跡や伊賀寺遺跡に関する各時代の遺構。遺物 が発見されてきた。

特に縄文時代に関しては中期と後期の集落跡が検出され、 竪穴住居や墓跡など遺構を伴う資料が

良好な状態で見つ かってきている。

調査地周辺は、 前述の道路建設以外にも阪急京都線の 新駅建設も始まっており、 これらの施設

が完成すると周辺の開発は加速度的に進展するものと思われた。 そこで 長岡京市教育委員会では、

開発が本格化する前に遺跡の性格や広がりを押さえておくため、 国庫補助事業としての確認調査

を実施することになった。

調査地は小泉川左岸の河岸段丘端にあたるところである。 調査地の 南は水田l枚を隔てて小泉

川氾濫原へと地形が落ちる段丘崖が存在している。 また調査地の 北東には、 さらに一 段段丘面が

上がる崖が存在している。 段差は氾濫原までが約 ー 2.5m、 上の段とは約+ lmの高低差である。

調在地は30cmほどの段差のある二枚の水田で、 各水田面にトレンチを設定した。 調査に際し、
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第3図 1トレンチ実測図(1/150)
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水田面ごとに耕作土を寄せ集め、 トレンチは床土面で設定した。 重機掘削によって床土層を除去

すると明茶褐色士と黒褐色粘質士の遺物 包含層が現れたため、 明茶褐色士の上面 から調査を開始

することにした。 調査区の中心座標はX= -120,640、 Y = -28,305である。

3
 

検出遺構

調査地には耕作土の下に 3層の床土層があり、 その下に明茶褐色砂質土 （第1層） が薄く堆積

している。 この層には縄文時代 から歴史時代までの遺物 が包含されている。 遣構検出は第1層上

面 から開始したが、 この面では遺構は検出されていない。

第1層の下には黒褐色粘質士層（第2層） が堆積している。 この層には縄文土器、 サヌカイト

剥片、 石鏃、 磨石などの石器類などが多く包含されているが、 一部で土師器片や須恵器片の出土

も認められた。 第2層上面（第I面） で遺構検出を行ったが、 明確な遺構は検出できな かった。

そこで、 縄文時代遺物 が多いことと、 古墳時代以降の遺構が存在する可能性が考えられたことな

ど から、 lm四方毎に遺物 を取り上げながら第2層を掘り下げた。 第2層下面（第II面） で確認

されたS D01およびS X14は断面精査の結果、 第I面 から切り込まれていることが判明した。 ほ

かに第II面では地形の窪み、 木の根状の輪郭のほ かにS Kl5や柱穴状の遺構が確認された。
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第4図 2トレンチ実測図(1/150)



4 まとめ

溝S DOIは2トレンチ 東端で検出された古墳時代後期の溝である。 幅0.3m、 深さ0.4mほどで

蛇行している。 S X13はS DOIに切られるが、 同じく古墳時代の土師器甕が出土している。 sx
14は人頭大ほどの円礫が集積していたもので、 第II面で輪郭が検出された。 縄文時代後期の集石

墓となる可能性が高い。 骨は底部で細片がわず かに出土したのみである。

第II面に切り込む遺構としては縄文時代の土坑S K15がある。 全容は2トレンチ 北部に広がる

ため確認できていないが、 直径1.3m以上、 深さは0.3m以上ある。

第2層の下には黄褐色粘質土 （第 3層） が堆積している。 この層 から出土する遺物 は縄文時代

のもののみである。 第 3層下面（第皿面） ではS K24、 S K30、 柱穴などが検出された。 基本的

に第II面で検出された遺構の 埋土は第2層、 第皿面で検出された遺構の 埋土は第 3層である。

縄文時代の土坑S K24 (2トレンチ） は、 直径0.25mほどの不整円形で、 深さが0.15mほどの

土坑である。 土坑S K30 (1トレンチ） は一辺0.4mの隅円方形、 深さ0.4mの士坑である。

第 3層の下は黄灰色粘質土となる。 断ち割りや第皿面の遺構検出では、 黄灰色粘質土（第4層）

からも量は少ないが士器が出土している。 第4層の下は灰褐色砂礫であり、 この層が地山層と考

えられる。 地山層は伏流水が流れる層となっており、 大量の水が湧出していた。

第4層の状況は主に断ち割りによって調査したが、 両トレンチで第4層が落ち込む部分を2カ

所確認した。 1トレンチ から2トレンチに かけて自然流路状の窪みが2条通るものと思われる。

4 まとめ

今回の調査ではコンテナで27箱ほどの遺物 が出士した。 そのほとんどが縄文時代の遺物 で、 さ

らに縄文時代遺物 の半数以上は石器類である。 これらはほとんどが第2層と第 3層 から出土して

いる。 詳細は整理の終了を待 って後日報告するが、 ここでは概要を述べるに留めて本報告のまと

めとする。

調査の結果、 調査地 からは 3面の遺構確認面が検出され、 縄文時代中期（北白川C式） 、 後期（一

乗寺k式～宮滝式） の士器が出土している。 第II面と第III面で検出された遺構は、 主に後期の遺

構と考えられ、 中期の土器は第4層に多い。

本調査地の 西および 南での調査では、 竪穴住居や墓 跡が検出されているが、 本調査地ではsx
14が墓 跡と考えられる以外、 竪穴住居などは検出されな かった。 湧水などの条件や包含層中の遺

物 の多さを考えると、 調査地は伊賀寺縄文集落の縁辺部にあたるものと考えられる。

出土した石器類の中で、 大 多数はサヌカイトの剥片であり、 中でも数ミリの微細な剥片が多い

こと、 碧玉の平玉の未製品とその材 料となった石材 が複数出土していること から、 当地が石器製

作の現場ないし石材 の捨て場であった可能性も検討する必要がある。 また石鏃は200点以上出士

しており、 サヌカイトの産地は二上山と四国・金山のものが認められる。 ほ かに磨石、 叩石、 石

皿なども複数出土した。

最後に、 特殊な遺物 としては、 黒曜石の剥片、 緑泥片岩の石棒なども出土している。 また第2

層上面 から異形局部磨製石器が1点出土している。



第 2 章 長岡京跡右京第978次 (7AN ROW- 4 地区）調壺概要

ー 長岡京跡右京八条二坊十二町、 友岡遺跡 ー

1 はじめに

1 本報告は、 2009年 7月13日 から 7月21日まで、 長岡京市調子一丁目13番 において実施した 長

岡京跡右京第978次調査に関係するものである。 調査面積は約30rrlである。 地表面標高は、 約

20mの低位段丘Iにある。

2 当地は共同住宅の建設予定地であるが、 共同住宅内に営利行為と認められない土地所有者本

人の居住スペ ー スが含まれているため、 国庫補助で試掘調査を行うこととなった。 また、 共同

住宅建設に伴う発掘調査の協議は、 その結果を踏まえて実施されることになった。

3 当調査地は、 長岡京跡右京八条二坊十二町推定地であり、 友岡遺跡、 硲遺跡、 南栗ヶ塚遺跡

などにも近いこと から、 か かる遺跡の当地における状況を確認し、 遺跡保存に必要な資料を作

成する目的を持つ。

4 発掘調査は、 平成21年度国庫補助事業として 長岡京市教育委員会 から委託を受けた（財） 長

岡京市埋蔵文化財センタ ー が実施したもので、 現地での調査は同センタ ー 調査係総括主査の岩

崎誠が担当した。

5 発掘調査の実施にあたっては、 土地所有者をはじめ、 周辺の方々に種々のご理解とご協力を

賜わった。

6 本文の執筆、 編 集は岩崎が行った。

第5図 発掘調査地位置図(1/5000)



6 調査経過

2 調査経過

今回の調査地付近の、これまで調在事例を振り返ると（第5図 ）、北西約250m地点で実施され
（注1)

た長岡京跡右京第62次調査では、7枇紀の竪穴住居や、10世紀頃の緑釉陶器を含む士坑などが検

出されており、西約135m地点で調査された右京第916次調査では、奈良時代の溝や縄文時代の士

坑などが検出されている。 北西約300mの地点で実施された右京第430次調査では、縄文時代晩期

の士器や古墳時代後期の竪穴住居、飛鳥～奈良時代の建物群、平安時代の建物跡などが検出され

ている。 南西方向では、（財） 京都府埋蔵文化財調査研究センタ ー により京都第二外環状道路敷

設に伴う友岡地区と調子地区の調査が平成16年度から続いて実施されており、各時代にわたって

大きな成果をあげつつある。 南東方向に目を向けると、約150mにある右京第570次調査地点では、

旧石器が単純層で出土したほか、諸説ある第3次山城国府推定地の南栗ヶ塚遣跡説と関連する可

能性が指摘される平安時代初頭の建物跡などが検出されている。 東方約150m付近では、右京第

419次調査や、その周辺の第121次、139次、272次、812次調査などが実施され、平安時代初期の

建物跡などが検出されており、軒瓦や錠前牡金具のほか、施釉陶器一括出士など、特殊遣物の出

士とともに、当時重要な施設があった地域と言える。 また、第5図 の中に収まらなかった南東約

350mでの右京第624次調査では、弥生時代中期と古墳時代前期の竪穴住居群などが検出されてい

る。 弥生時代の住居群は、検出密度が高く、重複関係が著しい点、さらに出土遺物に銅剣形石剣

や粘板岩製未製品が豊富であることなど、神足遺跡の実態と極めて類似している。 この硲弥生集

落遣跡の南方約500mで調査された長岡京跡右京第589次調査では、弥生中期方形周溝墓群が広い

範囲で検出されている。

このような周辺部での調査成果がある中で、当調在地隣接箇所での調査はなく、かかる遺跡の

状況は、推定しにくい状況にあった。 そこで、長岡京跡をはじめとした周辺遣跡に関連する遺構

や遺物の有無、またその残存状況を把握する必要があった。 またその成果を基に、当地の共同住

宅建設に伴う発掘調奔の協議が実施されることになった。

調査は、共同住宅予定位置の北東隅部に、東西幅約3m、南北長約10mの長方形調査区を設定

しておこなった（第6図 、図 版5 (1) ) 。 掘削作業は、調査区北部から着手した。 北端部で、先

ず宅地造成盛士を除去していく過程で、調査前にあった既存家屋を支えていたコンクリ ー ト製杭

が2m等間で南北に列んで打ち込まれていることが分かった。 造成盛士を除去した段階で、宅地

化前の水田耕作士が厚さ10cm前後のほぼ水平堆積として確認できた（第3層）。 この耕土下には、

黒褐色の鉄分が沈澱した灰色層を看取し（第4層）、この層の上面まで重機で除去し、以下を本

格的な調査対象とした。 先ず第4層上面での遺構検出作業を行ったが、数力所で窪みが検出され

たのみで、目的をもって掘られた遺構は存在しなかった。 このため第4層を除去することにして、

掘削を開始している過程で、この層が江戸時代の遣物包含層であることが明らかになった。

尚、当調査区の中心座標は、国土座標第VI系で、およそX = -120,993、Y = -27,700に位置す

る。 地表面標高は約20mであった。
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第6図 調査区実測図(1/100)



8 検出遣構

3 検出遣構

第4層を除去 した段階 で、 遣構検出 作業を行ったところ、 北から約3.5m から4mまでが砂や

礫をほとんど含まない黄橙 色 系のシ ル ト層になり、 以 南約 3�4.5mまでは主に拳 大 以 下の亜角

礫 からなる礫層が帯 状に見られ（第 6 図網掛 け表 現部分） 、 以 南は 5 Clll 以下の亜角 礫砂利が黄橙

色 系シ ル トに混 じる堆積面をなしていた。 このような 3層 からなる士層上面は、 礫層面が 5 cm程

度盛 り上がっている特徴があるほ か、 ほぽ水平面を成 し、 標高は約19mであった。 北部のシ ル ト

層と中央 部の帯 状礫層との境 には 東 西方向 の僅 かな段差が設けられ、 その段部に浅 い溝状窪みが

見られた。 他 にも窪みや浅 く段状に傾斜する部分も見られたが、 それらには固 有の 埋士はなく、

第4層が連続 して 埋まっている状況であり、 層位 関係と出 土遺物 から、 17世紀頃 の田畑 に開墾 さ

れる際の遺構群 と考えられる。

他 に、 同じ遺構検出 面 から、 明ら かに固 有の 埋土をもつものが検出 できた。 第 6 図p 1とP 2

およびP 2付 近の士坑状や溝状の遺構群 がそれである （図版 5 (2))。

p 1 (図版 5 ( 3))は、 隅円方形平面をもつ柱穴掘形と 考えられる。 各辺は、 ほぼ 南北軸 に

並 行または直交するもので、 長岡京期前後の建 物 跡などの柱穴掘形に類似 する。 東 西約40cm 、 南

北約50cm 、 深さ約10cm を測 る。 埋土は暗 褐色の粘質土で、 埋土 から須恵器甕の体部細 片が1点出

土した（第 7 図2)。 この1点で当遣構の時 期を確定することは難 しいが、 京都第二外環状道路

敷設に伴う調査で、 奈 良～平安 時代に かけての柱穴群 が検出 されている成果 から、 当 遺構も 長岡

京期と限定す ること はできず、 律令期頃 としておきたい。

P 2は、 直径約25cmの円形掘形をもつ柱穴状遺構である。 深さ約10cmを測 る。 埋土は黒褐色の

粘質土で、 出 土遺物 はな かった。 この調査に続 いて実施した 長岡京跡右京第979次調査で検出 し

た遣構の内、 中戦の円形掘形柱穴群 の 埋土とは明ら かに異なる。 また、 その調査では、 古墳時代

終末期の竪穴住居なども検出 していること から、 飛鳥 時代以前の所産である可能性があるものの、

確定はし かね る。

その他の 検出 遺構では、 柱穴状遺構P 2と重複関係にある土坑状遺構群 は、 柱穴状遺構P 2に

より削 られているものが多く、 それより古い掘り込みと考えられる。 また、 調査区 南部で検出 し

た 南辺や 西辺に か かる溝状遣構群 は、 P 2やそれと重複関係にある士坑群 と 埋土が類似 している。

いずれも断面 「U」 字形で、 最深部の深さは約10cm を測 る。

調査区 北部の遺構検出 面基盤 層を 構成 しているシ ル ト層は、 神足遣跡（長岡京跡右京第8 07 次
( 1 0 )  

調査） や硲 遺跡（長岡京跡右京第57 0次調査） で検出 されている旧石器単純 包含層と類似 した土色 ・

土質であるため、 細 心の 注意 を払いながら掘り下げたが、 深さ約20cmまでに遣物 はなく、 無 遺物

層であることを確認した。 また調査区中央 部に帯 状に見られた礫層は、 北部のシ ル ト層下に潜り

込んでいくことも確認できた。 この層位 関係 から、 シ ル ト層 からの出 土遺物 はな かったが、 調査

区中央 部の礫層を段丘礫と考え、 北部のシ ル ト層は、 段丘礫を被覆 する旧石器時代頃 の堆積層と

思われる。
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4 出 土遣物

当調査 からの出土遣物 には、 土器や瓦 類（第 7 図） と金属 製品 （図版 5 (4))などがある。

そのほとん どが、 第4層 からの出士である。 土器類 からは、 古墳時代、 奈良～ 平安 時代、 鎌倉時

代、 江戸 時代の 5 期 に分けることがで きる。

(1)古墳時代の遣物

古墳時代の土器類には、 土師器甕 ( 6 · 7)と須恵器甕 ( 3)がある。 いずれも第4層 から出

土した。 6 は、 約 3Clll X 約2.5cm 、 厚 さ約0.3cm の小片である。 外面浅 黄橙 色7.5Y 8/6、 内面暗 灰

色O N 3/0に焼 き上がった体部片で、 きめ細 かい粘土に 透 明の石英 や 長石などの白 色砂粒 が含ま

れ ている。 内外面の剥離 が著 しく、 調整手法 は 観察 できない。 7 は、 約1.5cm x 約0.8cm 、 厚 さ約

0.5cmの細片である。 色調は橙 色7.5Y 6/6で、 胎 土に 長石などの白 色砂粒 が含まれている。 3は、

約2.3cm x 約2Clll の細片で、 厚 さ約0.8cm を測 る。 外面平行タ タ キ 、 内面同心円当て具痕 が残 る。

色調は灰色ON5/0で、 長石などの白 色砂粒 を少し含み、 黒色溶 解 物 質が斑 点状に僅 かにある。

(2)奈良～平安時代の遣物

この時期 の遺物 には、 須恵器の盤 (1). 蓋 (4 · 5)· 甕 (2 · 8)、 緑釉 陶 器碗皿類 (1 1)、

灰釉 陶 器壺 (12)などがある。 この内1 · 4 · 5は奈良時代、 8 · 1 1 · 12は平安 時代の所産と 考え

られる 。 3が柱穴状遺構p 1 から、 その他 は第4層 から出土した。 1は 、 口 縁部残 存幅約4cm、

高さ約2Clll 、 厚 さ約0.3cm の小片で、 口 縁 部のア ー ル から盤 と判断した。 灰色0 N5/0�4/0の色

調で、 胎 土に 長石などの白 色砂粒 を少し含む。 2は、 約2.7cm x 約2Clll の細片で、 器壁 の厚 さは

約0.7cm ある。 色調が灰白 色の胎 土に、 細 かい黒色溶 解 物 質や白 色砂粒 が混 じる。 外面調製は残

存度が悪 く分 からないが、 内面には同心円当て具痕が深く明瞭に残 る。 4は直径約2cm 、 高さ約

2
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1 5  
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21 
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第7図 出土遺物写真
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0.5cm の つ ま み 部 を も つ 蓋 の破片 で あ る 。 つ ま み上 面 は 、 僅 か に 窪 む。 つ ま み接合部 の 天井部器

壁 は 、 厚 さ 約0.35cmで あ る 。 5 は 、 蓋 の 口縁部で、 口縁部残存幅約1.3cm、 口縁部か ら の 天井部残

存幅約 2 cm、 器壁厚 さ 約0.4cm の細 片 で あ る 。 天井 部 か ら 口縁部へ の 移行 は 屈 曲 せず、 滑 ら か に

傾斜 し て端部 を 下方 に 肥厚 さ せ る 。 色調 は灰色 O N 6/0で あ る 。 8 は 、 約 6 cm x 約3.3cm、 器壁 の

厚 さ 約0.8cm の 甕体部片 で あ る 。 外面 に粗い擬格子 目 タ タ キ を 浅 く 残 し 、 内 面 に は 丁寧 な ナ デ調

整 を 施 し て い る 。 色調 は灰 白 色 O N 7/0で、 砂粒 の少 な い胎士 に 黒色 溶解物質が斑点状 に 僅 か に

見 ら れ る 。 1 1 は 、 幅約2.3cm、 高 さ 約 2 cm、 器壁 の厚 さ 約0.3cmの細片 で、 明 オ リ ー ブ灰色2.5 G Y 

7/1 に 発色 し た 須恵 質 の 素地 に 、 浅黄色7.5 Y 7/3 に 発色 し た 鉛釉が内外面 に 薄 く か か る 。 素地 に

は 白 色砂粒が含 ま れ て い る 。 12は横幅約2.5cm、 高 さ 約2.5cm、 器壁厚 さ 約0.5cmの細片 で あ る 。 灰

白 色 10 Y 8/1 の素地の外面 に 、 オ リ ー ブ灰色10 Y 6/2 に発色 し た 薄 い釉がかか る 。 素地 に は 、 細 か

い黒色 の 溶解物質が斑点状に見 ら れ る 。

( 3 ) 鎌倉時代の遣物

鎌倉時代の土器 に は 、 瓦器椀 ( 9 · 10) があ る 。 い ずれ も 第 4 層 か ら 出土 し た 。 9 は 、 幅約 2

cm、 高 さ 約1 .3cm、 器壁厚 さ 約0.25cmの 口縁部細片 で あ る 。 口縁端部 は尖 り 気味に丸 く お さ め る 。

内外面の調整は、 観察で き な い 。 器壁の 薄 さ や 、 口縁端部 の処理 な どの特徴か ら 13世紀頃の所産

と 考 え ら れ る 。 10 は 、 約3.4cm x 約2.2cm、 厚 さ 約0.4cm の 底部近 く の 小 片 で あ る 。 器壁 の厚 さ か ら 、

9 よ り 古い型式 に な る 可能性があ る が、 内外面の調整が分か ら ず、 口縁部 の特徴 も 不明 で あ る こ

と な どか ら 、 詳細 は分か ら な い 。

( 4 ) 江戸時代の遣物

江戸時代の 遣物 に は 、 伊万星焼碗 (14-19) 、 瀬戸焼碗 (20) 、 唐津焼皿 (21 · 22) 、 平瓦 (13) 、

銅製品 (23) があ る 。 い ずれ も 第 4 層 か ら 出士 し た 。 第 4 層 か ら の こ れ ら の 出土遺物 か ら 、 同層

出 土 の 中 世以前の 土器群が、 近世の攪拌層への混入で あ る こ と が分か る 。

伊万里焼 に は 、 染付碗 (14-16) や 青磁碗 (19) があ る 。 14の外面 に描かれた草花文 は 、 明 る

＜ 鮮明 に 青 く 発色 し 、 口縁部 内 面 に も 文様帯 を も つ 。 15の染付 は 、 く す ん だ青色 に発色 し て い る 。

19の青磁 は 、 や や灰色がか っ た 半透明青色 の厚 い釉が内外面 に かか る 。 い ずれ も 、 口縁部お よ び

そ の付 近 の 器壁 は 、 厚 さ 0.2cm前後、 高 台 近 く の底部付近 の 器壁厚 さ は0.5cm前後 で あ る 。 装飾 に

粗製化の 兆 し が見 ら れ る が、 高台がや や 高 く 円筒状 に 立 ち 上が り 、 口縁部 を 直線的 に 広 げ る 広東

碗 の 形態 は な い 。 こ の こ と か ら 、 第 4 層 の攪拌時期 は 、 17戦紀後半代 に お さ ま る 可能性があ る 。

20 は 、 茶色 く 発色 し た釉薬が内外面 に厚 く かか る 。 21 は 、 浅黄灰色 に発色 し た灰釉が薄 く か か

る 。

23 は 、 直径0.6�0.7cm の 鋼製品残片 で、 円 盤状の現状で は あ る が、 周縁部 に 残存面 は な く 、 製

品 名 は 分か ら な い 。 厚 さ は 約0.1cmで、 両面 と も 平坦面 を 成 す。 表面 は 、 明 る い 青色 の 青錆で覆

わ れ て お り 、 保存状態 は よ く な い 。 第 4 層 か ら 出土 し た こ と か ら こ こ に含め た が、 同 層 に 古代 の

遣物 も 攪拌混入 し て い る こ と か ら 、 古代か ら 近枇の銅銭の細片 で あ る 可能性があ る 。
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当調査では、奈良～ 平安時代に収まる柱穴状 遣構p 1などを検出したほか、古墳 時代や鎌倉 時

代の遣物散布 が確認でき、さらに、地形の大規模 な改変 がおこなわれた時 期は江戸時代であろ う

と推察 できる成果を得 た。

当調査区における現在 の宅地化以前に水田 であったことは、既に知 られていた ことであったが、

今回の調奔で、それを示 す堆積が確認できた。 その水田 耕作土直 下にある堆積には、江戸時代の

遣物が諷 含されており、17 世紀代に田 畑 として開墾 され、鎌倉 時代以前の堆積を削平・ 攪拌 して

地形を大きく変えていったであろ うことも明らかになった。

当調査では、このような中匪以前の土層攪拌 を受 けながらも、古代の所産 と考えられる遣構が

現在 まで残存していることを明らかにすることができた。 中でも、柱穴状 遺構p 1の検出は、明

確 な遺構と認識 でき、当調査地や周辺部に、古代の遺構が残存している可能性 が大きいと判 断 で

き、この柱穴状 遣構に関連する遺構が周辺部に残存している可能性 があると思 われた。 また当該

期の遺跡のあり方については、（財） 京都府埋蔵文化財調査研究センタ ー が実施している京都 第

二外環状線敷 設に伴う発掘調査の内 、長 岡京跡右京第851 次調査調子地区第1 ト レ ンチ で、奈良

～ 平安時代の柱穴群が検出されていることも興味深 い。 この 調査成果との関連も考慮 する必要 が

あろ う。

今回の調在では、江戸時代の土層に、鎌倉 時代や古墳時代 の遺物が包含されていることが明ら

かになった。 この事 実 は、遺構の検出こそできなかったが、当地および 周辺部が、それらの単 な

る遺物散布 地にとどまらず、当該 期の遺跡が広 がっている可能性 を示唆 していると考えられるに

いたった。 調査経 過 でも触 れたように、当調査地の西方では 、古墳時代の集落遺 跡である友岡遣

跡が所在 し、この遺跡の広 がりが当調査地にまで及んでいる可能性 が指摘できる。

また平安時代の緑釉陶器の出土は、たとえl 点の出土であったとは言え、西方に広 がる平安時

代の特異 な遣跡としで注 目されている南栗ヶ塚遣跡との関連も想起 できる。

鎌倉 時代の遣物散布 についても、近在 する友岡遺跡などの他 、右京第926次調査と右京第928 次

調査でも、中戦柱穴群が検出されていることをふ まえて、検討 する必要がある。

このようなことから、当地および この周辺部における開 発行為 にあたっては、今回の成呆 をふ

まえて、遺跡を保 存する施策 が必要であると判 断 された。

当調査では、遣構密度が希薄 であったり、遺物出土量 が少 なかった と はいえ、貴 重 な成呆 をあ

げることができた。 この成果を基に、土地所有者 および 関係各社 と協議の上 、深 いご理解 とご 協

力 により、当地の共同住宅建設に伴う発掘調査を、長岡京右京第979次調壺 として実施した。 こ

の調査では、古墳時代終末 期の竪穴住居や鎌倉 時代の柱穴群などを検出することができた。 詳細

については、（財） 長岡京市埋蔵文化財センタ ー 年報 の平成21 年度に掲載 予定である。 今 後、当

調査成果も含めて、京都第二外環状線敷 設工 事 に伴う調査成果や、友岡遺跡・ 南栗ヶ塚遣跡・ 硲

遺跡など周辺部遣跡との関 わりを加 味 した検討 が課題 と言えよう。
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木村泰彦 「右京第419次調査概報」 『長 岡京市セ ン タ ー 年報』 平成 4 年 1994年

木村泰彦 「右京第812次調査概報」 『長 岡京市セ ン タ ー 年報］ 平成16年度 2006年
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第 3 章 西代遣跡第 1 次調¼ ( 4 L N P N I - l 地 区） 調在概要

l はじめに

に し ん だ い

1 本報告は、 2009年 5月18日 から2009年 6月 3日まで、 京都府長岡京市奥 海印寺 西代10番 地に

おいて実施した 西代遺跡第1次調査に関するものである。

2 上記の 西代地区は本来は 長岡京 域外であり、 さらに周知 の遣跡 にも該 当しない場所であった

が、 京都第二外環状道路建設に伴い大規模な造成が行われること と なり、 周辺において何ら か

の遣跡が存在する可能性があったため、 発掘調壺を実施す ること と なった。 このため広大な水

田地帯 のほぼ中央付近に、 2枚の水田にまたがって幅約4m、 長さ25mの 南北方向 の矩 形トレ

ンチを設定した。 調査面積は10sm である。

3 調査の結果、 明確な遣構は検出されな かったものの、 遺物諷 含層の存在が確認されたと ころ
に し ん だ い

から、 今回 新たに地名をと って 「 西代遣 跡」 と し、 第1次調査と して報告するものである。

4 発掘調壺は、 平成21年度国庫補助事業と して 長岡京市教育委員会が主体 と なり、 財団法 人 長

岡京市埋蔵文化財センタ ー が実施した。 現地調査は同センタ ー 調査係主査の木村泰彦 が担当し

た。

5 本報告の執筆 ・ 編 集は木村 が行った。

第8図 発掘調査地位置図(1/5000)

0 200m 
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2 調査経過

に し ん だ い

今回の調査地は小泉川の源 流近く、 奥海印寺 西代にある 水田地帯 に位置 している。 当地は 西山

丘陵 から 東に伸 びた丘陵の先 端部にあたり、 調査地のす ぐ 北側 には渓谷部分 から流れ出た小泉川

が 東流し、 北東部分でほほ直角 に 南に流れを変 えたのち、 緩 や かに 南東に向 きを変 えて平野部へ

と流れ出ている。 固 囲 は三方を山に囲 まれ、 東側 は小泉川によって深く刻 まれた谷を隔てて奥海

印 寺 の集落が広がる低位段丘Iとなっている。 この水田部分は小泉川流 域で最も上流に位置 して

おり、 南北約240m、 東 西約160mの 北東がやや広がる台 形状を呈 している。 ほぼ中央 には 南北 方

向 の農 道が走 っており、 それを境 に 西側 が低位段丘II、 東側 が約2m近くの段 差を持った小泉川

の氾濫原Iとなっている。 今回の調査地は低位段丘IIのほぽ中央 にあたる。 水田は 南北に細 長く、

約30-50cmの段差を 持って 東に低くなっている。 畦 の形状は 南半部分で緩 や かに 西側 に入り込

むように湾 曲 しており、 この部分が谷状となっていたことを窺わせる。 す ぐ 西側 の水田部と丘陵

部の境 は 南北方向 に直線的に削 平されており、 南側 も同様に 東 西方向 に直線的である。 なおこの

水田以外の丘陵部分は、 現在ほとんどが竹林としての利用がなされている。

西代地区はこれまで遣跡等 としての認識はなされていな かったが、 冒 頭でも述べたように京都

第二外環状道路建設に伴い大規模な造成が行われることとなったため、 考古学的資料を得るため

に発掘調査を実施することとなった。 これまでに固辺で行われた調査としては、 当地の 東120m
（注 l )

で行われた奥 海印寺遺跡第 6 次 • 第13次調査があるが、 いずれも氾濫堆積が確認されたにとどま

り、 明確な遺構 ・ 遣物 は検出されな かった。 ただ 東側 に存在する奥海印寺の 低位段丘 南側 部分は

小泉川が作り出した段丘崖が天然の要害 となっており、 「城 」 等 の地名 から中憔城館 の存在が推

定される土地でもある。 このためこれらの関連施設の広がりも推定された。 さらに上述の如 く、

当水田地 域と丘陵 部の境は直線的で、 かつほぼ 東 西、 南北方向 を向 くこと から、 水田として開墾

されるよりも以前に何ら かの開発が行われていた可能性も考えられる所であった。 調査トレンチ

は前述の如 く水田部分のほぽ中央付近にある 南北2枚の水田を跨 ぐ ように幅約4m、 長さ25mの

南北方向 の矩形トレンチを設定した。 調査は小型 の重機で水田耕作土と床土までを除去 し、 そ の

後は人力によって掘り下げを行った。 その結果、 遺物 包含層の存在が確認されたこと から、 今回
に し ん だ い

「西代遺跡」 として報告を行うこととなった。 なお周辺の標高は、 北側 の水田上面で57.5m、 南

側 の水川上面で56.0m、 調査区の中心座標はX= - 119 ,725、 Y = - 29 ,875である。

3 検出遣構

調壺地における基本層序 は、 南北の水田ともに厚 さ約0.15mの耕作士 （ 第1層） 、 と厚 さ約0.1

mの床土 （ 第2層） があり、 その下に灰色砂質士 （ 第 6 層） 、 灰オリー ブ色粘質土 （ 第 7 層） 、 暗

灰黄色粘質土 （ 第 8 層） 、 褐色砂礫土 （ 第 9 層） の薄い遺物 包含層が堆積していることが確認さ

れた。 各層は比較的明瞭 に区別 されるが、 賠 灰黄色粘質土 （第 8 層） のみは調査トレンチ 北東に

部分的に堆積するもので、 掘り下げ時には灰オリー ブ色粘質士 （ 第 7 層） と同時 に遣物 を取り上
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げて いる。 これらを除去 すると 、 北半部ではマ ンガン混 じりの黒褐色砂礫（第10層） 、 南半部で

は灰黄褐 色砂礫（第12層） のいずれも比較的堅く締まった層に至 る。 この面は、 北半部ではほぽ

平坦であるが、 南半部では緩 や かに 北 西から 南東方向 に傾斜しており、 遺物諷含層である第 6 -

9 層もこれに対応して 南東部に向 かって堆積が厚 くなっている。 この地形の傾斜状況は、 周辺の

水田の畦 の方向 と 一致 していること から、 旧地形 を反映したものと 見られる。 この面での標高は、

最も高 い 北半部中央 で56.3m、 最も低い 南東部で56.0mである。 またこれらを 埋めている第 6 -

9 層の上面での標高は、 北側 で56.55m、 南側 で56.40mである。 第 6 - 9 層を除去 した段階 で平

面精査を行ったが、 遣構は検出できな かった。 その後調査トレンチの 北東隅と 南東隅で断ち割り

を行い、 士石流と 見られる黄褐色を基本と する砂礫 • 粗砂の堆積を約0.7mの深さまで 確認して

いるが（第12-17層） 、 やはり遺構、 遣物 は確認されな かった。

4 出 土遣物

今回の調査で出土した遣物 はコンテナl箱で、 大半

は先 述した遣物包 含層である第 6 � 9 層 出土のもので

占 められ、 他 に耕作土 ・ 床士出土の近世遣物 がある。

出士した遣物はいずれも小 片ば かりで、 図 化できるも

のは極 めて少ない（第13図） 。

lは士師器で唯一 図 化できた中世 の小皿で、 直径約

8 cm、 器高1.1cm、 口 縁部のみナデ調整する。 2 · 3

は 長岡京期 須恵器驀 で、 2は直径13.4cmの端部片、 3

は直径2.2cmのつま みである。 4 も 長岡京期 須恵器杯

B の高台 片で高台径は11.4cmである。 5 は古墳時代須

恵器杯 身 の受け部片で、 口 縁基部での口径は14.0cmに

復原さ れる。 6 は 長岡京期 須恵器壺M 底部片で、 内部

にはロ ク ロ 水挽き痕、 底部外面には静止糸 切り痕 を残

す。 高台径は6.2cmである。 7 · 8 は中世 須恵器鉢の
て ーf-―-疇
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第13図 出士遺物実測図(1/4)

付表 ー 2 出土遣物破片計数表
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18 ま と め

口 縁部である。 いずれも端部を肥厚 させて断面三角 形に仕上げる。 9 は平安時代緑釉 陶 器小型 段

皿の口 縁部小片で、 端部 はわず かに外反し、 内面には沈 線を巡らす。 素 地は軟質で黄灰色を 呈 し、

内外面に施された釉 は薄い緑灰色である。 10は瓦 質土器の三足羽釜 の脚 部で、 直径2.0cm、 胎 土

は黄灰色で外面は黒灰色を呈 する。 11 · 12は中世瓦 器椀 の小片である。 11は口 縁 端部内面に沈 線

を有し外面は不調整。 内面は摩滅 のため調整不明である。 12 は かろうじて口径11. 6cmに復原でき

たもので、 摩滅 が激しく口 縁部の横ナデのみ確認される。 13は青磁碗 の底部片である。 削 りだ し

高台 の直径は5.2 cm、 素 地は青 灰色を呈 し、 淡緑灰色の釉 は高台 内面を除く内外面に施される。

1 · 5 · 7 。 8 · 12 · 13は6 層、 3 · 4 · 9 · 11は7 ( 8)層、 2 · 6 · 10は 9 層出 士である。

図示した以外の遺物 のうち第 6 � 9 層出土遣物 は付表 ー 2に破片数で示している。 これ以外の

遣物 は、 耕作士内 から染 付磁器等 が 5 片、 床士 からは士師器片などが2片出 土している。

第 6 � 8 層では土師器が最も多く、 次いで瓦 質土器、 須恵器となり、 黒色土器、 緑釉陶 器、 灰

釉 陶 器、 白磁、 青磁 、 瓦 片が少数含まれる。 第 9 層では同じく土師器が多いが、 須恵器が比率で

瓦 質土器を上回り、 他 の遺物 は出 土していない。 第 6 � 9 層の総出 土破片数は732で、 比 率 は、

土師器62.7 % 、 須恵器13.4 % 、 瓦 質土器21.3% 、 黒色土器0.1% 、 緑釉 陶 器0.5% 、 灰釉 陶 器0.1% 、

白磁1.2 % 、 青磁0.3% 、 瓦 0.3% となる 。

5 ま と め

今回の調査では、 当初 検出 が予想 された遣構については確認する事はできな かった。 し かしな

がら包含層内 からは古墳時代、 長岡京期、 平安時代、 鎌倉時代の各時代の遣物 が小片ながらも出

土している。 包含層の状況は水田 構築 のための盛土と見 られ、 これら水田の開墾 時期を知 る上で

の一 つの日 安となるものといえよう。 包含層内では中世 遣物 の占 める割合が多く、 この時期に丘

陵 部の水田化 が進められたと考えることもできよう。 今回確認された灰色砂質士の包含層（第 6

層） は、 平野部で認められる瓦 器などを含む中憔 包含層に似 たものであり、 その意味でも共通性

が見出 せる。 ただ 広い水田地帯 の極めて狭い範囲 での状況で もあり、 可能性を指摘 するにとどめ

ておきたい。 またこれら包含層がどこ から運び込まれた かも間題となろう。 棚 田を 構築 するにあ

たっては削 平や盛 士など大規模な土の移動 が行われたものと考えられるが、 平野 部 から かなり奥

まった土地でもあり 長距離 の移動 は考えにくい。 したがって包含層に含まれた遺物 は固辺の状況

を反映した可能性もあろう。 だ とすれば古墳や、 長岡京期の遺構、 あるいは謎 の多い海印寺関連

の遺構が近くに存在した可能性も 考えられるが、 先 にも述 べたように限られた範囲 での調査結果

でもあり、 今後の局辺での調査を待 つこととしたい。

注 1 ) 山本輝雄 「奥海印寺遺跡第 6 次調査概報」 『長岡京市セ ン タ ー 年報」 平成 4 年度 1994年
2 ) 原 秀樹 「奥海印寺遣跡第13次調査概報J 『長岡京市セ ン タ ー年報」 平成20年度 2010年
3 ) 山下正男 「京都市内お よ びそ の近辺の 中世城郭J 『京都大学人文科学研究所調査報告』 第35号 1986年

木村泰彦 「奥海印寺遺跡第 4 次調査概要」 『長岡京市報告書』 第20冊 1988年
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付表 ー 3 報告書抄録

ふ り が な な がお か き ょ う し ぶ ん か ざい ち ょ う さ ほ う こ く し ょ

事s 名 長 岡京市文化財調査報告書

副 書 名

シ リ ー ズ 名 長 岡京市文化財調脊報告書

シ リ ー ズ番号 第 5 5 冊

編 著 者 名 小 田桐淳、 岩崎 誠、 木村泰彦

編 集 機 関 財団法人 長 岡京市埋蔵文化財 セ ン タ ー

所 在 地 〒 617 - 0853 京都府長 岡京市奥海印寺東条10 - 1 

所収遺跡名 所 在 地
コ ー ド

緯市町村 遺跡番号 北 東 経 調査期 間 調査面積 調査原 因

長な がお岡か き京ょ う あ跡と
長ながお岡か

京き ょ
市
う し下し も か海い

107 20090610 遺跡確認
伊い 賀が 寺じ

遺
い せ跡き

い印ん寺じ 下し も う内ち 田が 26209 34' 54' 43" 135° 41' 25" I 160m' 
96 20090818 調査

5-1、 6-1

長な がお岡か き京ょ う あ跡と な長がお岡か
京き ょ

市
う し ち

調
ょ 子う し 107 20090713 遺跡確認

友と も お岡か

遺
い せ跡き 26209 34° 54' 32" 135° 41' 49" I 30rrl 

一丁 目 13 97 20090721 調査

に西しん

代だ
い

遺
い せ跡き

な長がお岡か
京き ょ

市
う しお奥く か海い 20090518 遺跡確認

い印ん寺じ 西に し

代
んだい

10 
26209 34° 55' 24" 135° 40' 12" I 105m 

20090603 調査

所収遣跡名 種 別 主 な 時代 主 な 遺構 主 な 遺物 特記事項

須恵器
縄文時代後期 に平玉 を長ながお岡か き京ょ う あ跡と

都 城 長 岡京期 平玉未成 品、 石鏃、 石棒、
伊い 賀が 寺じ

遺
い せ跡き 集 落 縄文時代 中 ・ 後期 集石墓、 土坑 磨石、 叩石、 異形局部磨

製作 し て い た集落 を 確

製石器
苔n心刃ヽO

長な がお岡か き京ょ う あ跡と

都 城 長 岡京期 土 師器、 須恵器、 瓦器、 江戸期 の 開墾跡、 古代
友と も お岡か

遺
い せ跡き 集 落 古墳 • 鎌倉 · 江戸 柱穴、 土坑 陶磁器、 銅製品 の柱穴 な ど を 検出 。

時代

西に し ん

代だ
い

遺
い せ跡き 散布地

古墳時代
土 師器、 須恵器、 陶磁器 新た な遺跡 を 確認。

平安～ 中 世

※ 緯度、 経度の測点 は調査区の心で、 国土座標の 旧座標系 を 使用 。
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長岡京跡右京第975次調査

図
版

( 1) 1トレンチII面全景（ 西から）

(2) 1トレンチの土層 ― 床士層と第2層（ 南から）



長岡京跡右京第975次調査

図
版

( 1) 1 ト レ ン チm 面全景 （ 西から）

(2) I ト レ ン チの土層 （ 南から）



長岡京跡右京第975次調査

図
版
三

( 1) 2トレ ン チ II 面全景 （東 から）

(2) 2トレ ン チの土層 （ 南から）



長岡 京跡右京第975次調査

図
版
四

( 1) 2トレンチIlI 面全景（ 西から）

( 2) 2トレンチの土層―地山礫層の落ち込み （ 南から）



長岡京跡右京第978次調査

図
版
五

( 1 ) 調査地全景 （南西か ら ）

( 2 ) 調査区全景 （南か ら ）

( 3 ) 柱穴 p 1 (北か ら ）

( 4 ) 出士銅製品



西代遺跡第 1 次鯛査

図
版
六

( 1)調査地遠景 （ 南から）

( 2)調査地全景 （北東から）
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図
版
七

( 1)調査地全景 （北 西から）

(2)調査トレンチ全景（ 南から）



西代遺跡第 1 次調査

図
版
八

( 1)調査トレンチ全景（北から）

(2)出土遺物
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